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埼玉県秩父高原牧場条例・埼玉県ふれあい牧場条例 08　　　埼玉農業の競争力強化

030201　収益力ある農業の確立
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秩父高原牧場運営費

１　事業概要

　秩父高原牧場は県内酪農家の乳用育成牛を広大な敷地

を利用した放牧により、強健な乳牛に育てる受託育成、

及び、黒毛和牛子牛の生産と譲渡を実施、県内の酪農・

肉用牛振興の拠点施設となっている。また、彩の国ふれ

あい牧場は手作り体験などにより、県民の畜産への理解

醸成に取組み、本県畜産振興のための重要な施設となっ

ている。

　今後も秩父高原牧場の適切な運営により、本県の畜産

（１）秩父高原牧場運営費　△6,617千円

２　事業主体及び負担区分

 　(県10/10）

３　地方財政措置の状況

　なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

　なし

５　事業説明
（１）事業内容
　　　県内の畜産振興のため、秩父高原牧場及び彩の国ふれあい牧場の適正な運営を図る。

（２）事業計画
　　　今後も秩父高原牧場及び彩の国ふれあい牧場の運営により、県内の畜産振興を図る。

（３）事業効果
　　　・乳用育成牛入牧頭数の増頭
　　　　平成23年度　146頭（現状）　→　平成26年度　220頭（目標）
　　　　　参考　平成21年度　213頭、平成22年度　192頭
　　　・肉用牛譲渡頭数の増加
　　　　平成23年度　14頭（現状）　→　平成26年度　20頭（目標）
　　　・ふれあい牧場展示館入館者数の増
　　　　平成23年度　56,000人（現状）　→　平成26年度65,000人（目標）

　　　・　牧場で5月中旬から6月初旬に開催している天空を彩るポピーまつりの開催
（４）県民・民間活力、職員のマンパワーの活用、他団体との連携状況

　　　・　牧場春祭り等での県内畜産団体及び農家による県産畜産物の販売
（５）補正概要
　　　・受託育成頭数の減に伴う使用料・手数料等の特定財源収入の減額
　　　・事業費の節減に伴う減額

(単位：千円)

振興を図る。

分野施策


